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Study meetings as places to voluntarily improve career opportunities: a history of "ku-librarians" by and for librarians at 
colleges and universities， by DONKAI Saori， AKAZAWA Hisaya， ONISHI Masato and NOMAGUCHI制asahiro.

上はじめに

近年，菌書館をとりまく きく変化し，図

自体も変容しつつある。図書館

員に求められる知識やスキルも日々変化するなかで，

図書館員それぞれが継続的に知識やスキルを身につ

ける必要性がますます高くなってきている。

図書館員に限らず職業人がキャリアアップ1)する

方法としては， (1)実際の業務を通じた研修・訓練

(OJT: On the Job Training)， (2)自常の業務から

離れて行われる研修・訓練(Off-JT:Off the Job 

Training)， (3)個人が告発的に学習する自

の3つが考えられる!)OJTや OflιJTが組織的に

提供されるものであるのに対し，自己啓発は個人が

能動的に取り組むものである。

キャリアアップの方法としての自己啓

日し，図書二館関係の勉強会であるku-libraria闘

をとりあげ，主として図書館員の自主的な学びとい

う露見点からその朝Lg志をふりかえる。 ku-librarians
3
) 

の活動を (1) 立ち上げ期 (1999年 9 月 ~2005年 3 月)，

(2) 安定期 (2005年 4 月 ~2008年 3 月)， (3)現在とこ

れから (2008年4月~現在)，の三部に分け，それぞ、

ち上げ期」

口が，それぞれ中心となっ

2回 ku-librariansとは

る。

本章では，勉強会としての ku-librariansの概要
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と特徴を述べる。

2. 1 勉強会としての

ku-librariansは，立ち上げから12年目を迎える

大学問書舘関係の勉強会で、ある。

上げ，現在?関西の大学図書館

関係者を中心に活動を行っている。

しかし実際のところ 9 は正式名称

ではない。立ち上げ当時から幾度となく会の名称を

決めようと試みたが定まらず?現在に至っている O

ku岨librariansはこの勉強会のメーリングリストの

名称、であるが，会そのものを指して使われることも

あるため本稿では，会の名称として ktトlibrarians

を使用することとするご

勉強会は基本的に丹 1 開催され

る。勉強会への参加は自由であり，京都大学の職員

に限られるものではなく，図書系職員に眠られるも

のでもない。また，勉強会開催の日や曜日

められていない。勉強会が開催される日時や場所・

内容は，主としてメーリングリストで報知される。

勉強会のスタイルも特に定められていないが，基

本的なスタイルは，特定のテーマについて講師が話

じてそのテーマに関する理解を深め

るというものである。講師は勉強会のメンバー 5)で

ある場合もあるし，メンバー以外の場合もある。ま

た，テーマは必ずしも幹事が設定するものではなく，

メンバーが自由に提案し，持ち込むことができる。

2.2 ku剛librariansの特融

勉強会としての ku-librariansにはどんな特徴が

あるのだろうか。ここでは， ku“librariansの特徴

として， IゆるやかさJIコミュニケーショ

に焦点をあて，それぞれについて述べたい。
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(1)ゆるやかな集まりであること

ku -librariansの特徴としては第一に，ゆるやか

な集まりであるということをあげることができるだ

ろう。この fゆるやかさJにはふたつの側面がある。

ひとつは組織そのもののゆるやかさである。 ku-

librariansには確田たる設置母体があるわけでもな

いし，明文化された運営方針やル…ルがあるわけで

もない。ただ， ku-librariansという名のもとに，

参加したい人が参加したいときに参加する勉強会で

ある。基本的に会費を徴収することもないし，名簿

もない。

もうひとつは参加するにあたってのゆるやかさで

ある。興味があれば，所属機関等にかかわらず参加

可能で、あるし，逆に参加の義務もノルマもない。た

だメーリングリストに登録して勉強会開催の情報を

参加するかどうかを自身で判断するだけである。

勉強会の正式名称が定まらないまま現在にいたっ

ているのも，このゆるやかさを体現しているといえ

るかもしれない。

(2) コミュニケーション重視であること

ku凶librariansは立ち上げ当初より，コミュニケ

ションを重視している。平くからメーリングリスト

を立ち上げ，対面以外のコミュニケ

設けたこともその一例である。ま

り，

には興味を持たないけれど

もコミュニケーションの必要を感じるといった人に

も関口を広げることを目的としている。

ku -librariansはそもそもインフォーマルな集ま

りである。しかし，勉強会そのものは定型がないも

のの「勉強会jという形式をとっているという

でフォーマルな側面も持つ。一方，懇親会は純粋に

インフォーマルな集まりである。ょっ

インフォーマルな場でのみ流通する

ともなっている。また 飲食しながらリラックスし

て話すことで，偶発的な気付きを得たり，

ない人間関係を築いたりすることができる。

このように，フォーマルな側屈をもっ勉強会その

呑海ほか:自主的なキャリアアップの場としての勉強会

3. ku欄librariansの立ち上げ

は， ku欄librarians立ち上げのきっかけや

1999年 9月から2005年 3月までの立ち上げ期

の活動について述べる。

3. 1 勉強会立ち上げの背景

には50以との -室カfあり，ワン

パーソン・ライブラリや少人数の職員によって運営

-室も少なくないoku凶librarians

いてもこの状況は変わらず，国書

ることも

は組織的な OJTもままならな

い。また，図書館に関する研修も目録システムなど

特定のものに限定されており 6)学内の他の図書

館・室の問書系職員と交流する機会もほとんどな

かった。メールや Webも普及していない時期であ

り，コミュニケーションをとる手段も限られていた。

を取り巻く環境が大きく変動した

システムの運用が開始され，

門」が開講された~) I情報探索入門j

は，附属国書館が提供部局となり，

習補助としてかかわる全学共通科詰である。大学図

書館における情報リテラシ…教育の先駆けとして注

目を集めた。また，ワーキンググループという形で，

部局の援を越えた協力体制が採用されたことも

に値する。

3.2 勉強会立ち上げのきっかけと準備

このように，新しいサーピスやま支持iJ，

入されるなかで，知識やスキ

ものと，純粋にインフォーマルな懇親会というこっ 学園書館問題研究会とは大学図書館員を中心とする

のステージを意識的にもつことによって，より円滑 自主的・実践的な研究団体で、ある:)この下部組織と

なコミュニケーションをはかつている。 しでかつて京都大学班という研究グループが存在し

となってこれを再開してはどうか

というものであった。そこで，
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面に押し出すと私塾化することになり，参加者に広

がりがもてなくなるという話もあった。もうひとつ

は，ノルマに関するものである。例え lま

という形では勉強会への参加者が限定的になっ 勉強会で発表するなど，参加者にノルマ

てしまうので，他の形を考えた方がいいのではとい

う結論に達した。

があった。そこで，天野氏から呑海までの世代のほ

ぼ全て かけ， 1999年 9

月6日に，交流会を行うこととなった。この交流会

で， してみたところ，

する たため，勉強会を立ちとげることに

なった。これが， ku-librariansの「プレ勉

にした場合，そのノルマをこなせない参加者が脱落

していってしまい，結果として参加者が少なくなり

立ち消えになるというものである。これらの前例を

ふまえ， (1)幹事は持ち回り担当としない， (2) 

はリーダーシップを発撮するのではなく，

徹する， (3)参加者にノルマを諜さない，という運

営上の方針をたてた。

また，勉強会の目的を，①コミュニケーション，

③スキルアップとした。帯保存は コ

ミュニケ…ションである。

となる。 3醐 4 初期の勉強会

どのような勉強会にするのかについて話し 下記に，第 1回から までの勉強会の発表者

合ったところ， Iまずは講義形式で国書館一般にっ と所属，発表タイトルをあげる。記録の残っている

いて勉強がしたいJI日常業務に却した問題解決型 ものについては，参加人数を付した。

の勉強がしたいJなどの意見がだされた。また，勉 第 l回:1999年 9月27日(月) [17名]

強会の名称、についても話し合われた。

研究会jなどの名称が候補としてあげられたが，実 「オランダと英国における

務と研究の希離という問題意識から「研究会Jとい 第2回:1999年日月 5日(金)

う表現に違和感をおぼえるという意見もあり，あえ

て勉強会の名称は決定しないこととした。

3.3 立ち上げ時の方針 「新着図書リスト作成プ口グラムについてj

としてはとりあえず，自身のポリシーでもあ 第3回:1999年日月初日(火)

) る「継続することjを第一目標に掲げ，あえて，参 Mr. Richard I託~oman(Britis品hLμib祉raぽry引

加者がひとりもいなくなつたらやめようという車軽歪い

でで、進めていくこととしたO しカか、し これまでで、 第4回:1999年12月10日(金)

このような勉強会に携わった経験がなく，全くの手

探iりj犬態であったため，

いて情報を集めた。

知るためである。その結果 いつのまにか「立ち消

になってしまったというケースが多く， I立ち

消えJには共通する理由があることがわかった。

ひとつは，幹事に関するものである。

回りで担当するとこととした場合，忙し

をすることにJ慣れていない人が担当になると，そこ

で立ち消えになってしまう。反対に，

個人が担当することとした場合，その傭人が異動な

とや何らかの理由で幹事ができなくなると，立ち消え

「色jを濃く前

418 

て本当に楽なの ?J



March 2012 

第8田:2000年4月27日(木)

いよ，よゅうがあれば」

第9田:2000年5月25日(木)

る」

し，プレゼンテーショ

ンについて考えるという企画

: 2000年6月22日(木) [20名]

南浦邦仁氏(ジュンク

と

: 2000年7月27日(木) [14名]

岡本公一氏

「取次会社の出版流通システムj

第12回:2000年9月28日(木)

における

システムj

第14田:2000年11月15日(水)

Mr. Ross Macyntyre (MIMAS) 

Dr. J ohn HabeI叶lon(British Library) 

Mr. Richard Roman (British Library) 

におけるリモート・サービスの発

展と MIMASJ

: 2000年12月14B(木) [18名]

マルラ俊江氏(UCLA)Iアメリカにおける日本

研究と日

15回 とする

勉強会であり，内 5問は勉強会のメンバーが講師

を務めている。メンバー以外の講師につ

いては，大学教員の他，書庖や取次会社，海外の関

書館にも依頼した。いずれの講師も

間を勉強会に割いてくださった。第 5回はデイス

カッション形式の勉強会，第 6回

究会との合同勉強会，第 9閣はプレゼ、ンテーション

を考えることを目的に同じテーマで複数人が発表す

るといった企画ものである。

2000年12月に電子図書

館に関する国際会議が開催された。第14回にはこの

国際会議に発表者として参加されていた MIMAS
lO
)

のマッキンタイヤ一氏，英国図書館のハーパーショ

ン氏，ローマン氏に講師を依頼した。この回の勉強

呑海ほか:自主的なキャリアアップの場としての勉強会

会が，翌2001年11月の英国図書館ツアーにつながっ

ていく。これは，勉強会のメンバー 8名でコーチを

貸し切って，英国の大学図書館を訪問するという企

画である。

ノfース大学，セントパンクラス

ボストン・スパの英国図書館文献提供セン

ター (BLDSC: British Library Document Supply 

Centre) などである。ローマン氏のコーデイネイ

トが得られたこともあり，それぞれの訪問先で歓待

詳しい説明を受けることができた。 海外視

察の機会がそれほどなかった当時において，単なる

見学にとどまることなく英国の大学図書館事情を知

る となったといえる。

3.5 安定期に向けて

このように回を重ねて ku-librariansは安定期に

入っていった。勉強会を軌道に乗せることができた

要因としてさまざまなものをあげることができるが，

ここでは[職場の理解Jをあげておきたい。例えば，

ku -librariansは初回より，京都大学附属盟書館の

一室を使わせていただいている。また，メーリング

リストも立ち上げ期は，

わせていただいていた。職場やと可の理解がなけれ

ば，このような環境は整わなかっただろう。

「何やら若手が定期的に訳の分からない集まりを

行っているjと職場や上司から危険視されたことも

あった。そのような場合は，

き，理解を求めた。

任されるたびに勉強会の説明を行うとともに講師を

依頼した。業務時間外の活動であるので職場の理解

もあろう。しかし，

し，また，勉強会での成果やアイ

デアを業務につなげていくためには，職場の理解は

不可欠であると考えたからである。

2005年3月，京都大学外への出向を機に，勉強会

で中心的な役割を果たすようになっていた 3人に幹

引き継ぐことにした。複数名に引き継いだのは，

ひとりで幹事を担当することに限界を感じたからで

ある。こうして， ku-librarians 

とになる。

4同 ku回librarians安定期

2005年4月，

に入るこ
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開書館界

文化研究センター図書館)の 3名が幹事を引き継ぐ

こととなった。もとより 3名とも勉強会初期からの

メンバーであったと 自ら発表したり企画を持ち込

んだりするようになっており，運営にあたっての支

障は少なかった。こうして勉強会は，複数幹事によ

る運営とあいまって，いわば安定期に入ることと

なった。本意では，この時期を中心とする活動のい

くつかを紹グトしたい。

4.1 アイヂアの実現

先述のよう

にとって，京都大学の図書館全体に関わる仕事のア

イデアを実現するのは容易ではない。このような状

況下において，勉強会をきっかけに若手職員のアイ

デアが実現できた例として， iレファレンスガイドj

と iOPACへの電子ジャーナルリンク

がある。前者はデータベースな

トを共同作成し共有するもの，

コードに対-応、する電子ジャーナルの URL

せるものである。それぞれ 各図書館-室がぱらぱ

らに作成していたことや必要な案内がないこと，ま

た増え続ける電子ジャーナルを有効に活用してもら

うことなど，共通した問題意識が背景にあった。ま

ず勉強会メンバーから声があがり，勉強会メーリン

グリスト上で議論したり，時には集まって検討した

りしながら，方針やデザイン， を詰めて

いった。そのよで上司に提案するなどして，実際の

業務に落とし込んでいったのである。なお，これら

の取り組みは2005年以前に始まったものであるが，

実現した成果はその後ブラッシュアップされたり，

形を変えたりしながら，現在でも利用者に提供され

ている;I)これらは勉強会の活動そのものではないと

はいえ，その「つながり jを活かしたものである。

「つながり j 協働を通じて業務に少しでも影響を与

えたという

4淘 2 iつながりJの成果

また，この頃は勉強会の活動がひろがりを見せ始

めた時期でもあった。まず，古典籍読解の素養のあ

が始まった。

しているが，それらを読解できる

420 
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ながら多くはなし 1。そこでこの会では，

キストをグループで読解する活動が継続

的に行われることとなった。 他にも，勉強会メン

バーが中心となって行っていた「資料保存ワーク

ショップjへの参加が勉強会を通して募られたこと

もあった。このワークショップはそもそも破損本の

修理技術を共存しようという職員有志の取り組みで

あったが，その後，京都大学全体の図書館における

を目的とする正式な業務部会へつながるこ

ととなった了)これらの活動は，勉強会とは別個のも

のではあるが，こうした活動のひろがりの基盤には，

勉強会でのつながりがあったといえる。

さらに，このような図書系職員間のつながりに限

らず， I望書系職員ではない方との交流も引き続き行

われた。例えば，

締にお招きしたことは，後に同出版会発行国蓄を電

子化して京都大学学術リポジトリ (KURENAI:

Kyoto University Research Information Reposi削

tory)13)に掲載するという業務上の連携の端緒と

なった。

ι3 大学国書館をこえた「つなが、りJ

以上の事例は，おもに京都大学図書系職員間での

活動であるが，この勉強会の特徴は先にも紹介した

ように，広くコミュニケーションをはかることであ

る。例えば，京都大学の若手事務系職員14)を中心と

する勉強会「さんすい会Jとの交流をあげることが

できる。同じ大学職員でありながら接点が少ないと

いう問題意識もあり まずは交流を図ることを目的

とする合同勉強会を行った。このつながりは，

でも続いている。こうした交流は学内に眼られたも

のではなく，大阪大学の図書系職員勉強会との合同

どへの出向制度があるが メンバーが出向先で知り

合った職員を勉強会に誘うことは，出向先の入販を

他の勉強会参加者間へ広げる機会ともなった。

中心に組織を超えた勉強会がいくつか活動し

ているが，当時はまだそうした場は少なかったため，

人脈形成の場としても貴重な機能を果たしていたと

いえる。

さらに，出 を自らが案内するいわば

お出かけ企画や，メンバーがインドネシアへ有志を

ボランテイアに
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出かけるなど，外へ出て行く活動も活発に行われる も役立つようなトレンド性の高い勉強系企画をパラ

{致をなしているものであろう。

札4 勉強会f警報の発信と蓄稽

て触れておきたい。

つれ，当日会場に来られなくても参加できないかと

いう戸が間かれるようになった。これをきっかけに，

スキルを持ったメンバーを中心にして，勉強会をリ

アルタイムで中継するというプロジェクトが試みら

れた。当時は，現在のむSTREAMのような仕組み

がなかったため，複数のアプリケーションを組み合

わせる関難さもあって継続的な取り組みにはならな

かったが，次章で述べる勉強会実況の萌芽となるも

のであった。また，勉強会は当初より Webサイト

を持ち，開催案内とともに各自のレジメや感想等を

掲載してきている。当初はメンバーが個人的に立ち

上げていた Webサーバを利用していたが，その後，

していた工学部電気系の Webサ…バの

開借りから，無料 Webサーピスを利用するという

変遷を経ている。 Webサイトを管理することは，

担当者のスキルアップになることでもあるが，なに

してき

となっている。こうした蓄積とと

もに，勉強会という場を次の世代につなげていくこ

とも，幹事としていつも意識していたことであった。

5. k羽田librariansの現在とこれから

2008年，勉強会がまもなく 100自を迎えようとす

る頃，すべての幹事(赤津・天野・江上)が学外へ

出向することとなった。これに伴って，

国立国会図書館)と大西が幹事を引き継ぎ，

2010年から野間口がこれに付け加わった。

2008年から現在までの活動の紹介，およびこれから

の活動について述べる。

5.1 コミュニティをつなぐ勉強会

10年間も続く勉強会をなくすわけ

にはいかないというプレッシャーを感じていた。し

かし，月 1囲という開催頼度を崩さずに，これまで

ンスよく開催していくことを当面の目標とすること

にした。

海外研修報告な

きるような企画をシリ…ズ化した。

さらに，従来からおこなわれていた Webサイトで

の開催記録の公開に加えて， SlideShare 

資料の公開， Twitterや USTREAMでの実況など

勉強会自体のプレゼンス向上をはかりながら，京都

にも来てもらえるような学

内外の他のコミュニティとの交流を積極的に推し進

めた。

勉強会は立ち上げ当初から

して開催していたが， 2008年9月から

たため会場として使用できなくなっ

を利用して図書館を飛び出し，京

といった学

内で様々なサ…ピスを提供している施設の協力

て出張勉強会を開催した。このように，これまで

使っていた会場が利用できないという状況をマイナ

スにとらえるのではなく，プラスに転じることで新

たな局面が生まれた。例えば， 2009年2月

デイアセンターコンテンツ作成室で開

催した勉強会がきっかけとなり，後に，

と

リポジト 1)KURENAIの

ロゴと学内広報パンフレットを作成することになっ

だけでなく図書

の場としてもますます活用されるようになっている。

当然、のことながら，大学に所属する国書系職員は，

であるとともに大学職員でもある。勉強

との交流を通じて，大

学職員としてどのようなことを意識し

めていけばよいかをあらため る機会にもなっ

ている。

の参加者の持ち込み企画に加えて，日常業務に役立 員らによる iLifoi
7
)など学外のコミュニティとも

つような留書館業務系企画と他大学の図書系職員に コラボレーション企画を行った。
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近年は図書館界の内外を間わず様々なコミュニ

ティで勉強会が開催されており，外部のコミュニ

ティと積極的につながりをもち，そこから異なる視

点や人脈を得ることも重要である。しかし，個人で

いきなり外部コミュニティに参加することに二の足

を踏んでしまう場合もある。このようなコラボレー

ション企画は各コミュニティの参加者同士の交流を

促す効果がある。実際，勉強会参加者のなかにはこ

れらの企画開催後に他のコミュニティにも参加する

ようになった人もおり 勉強会が外部コミュニテイ

への窓のような役割を果たしているといえるだろう。

5.2 勉強会のプレゼンス向上に向けて

2011年4月から，それまで幹事をつとめていた大

西と林氏がはずれ，野間口を中心とした 7

グループへと移行した。

という役割を新たに設けて， Googleグループや

Dropboxといったツールで情報を共有しながら，

，司会進行，懇親会手配， Webサ

イト， Twitter実況などを分祖して運営を行ってい

る。その試みは概ね成功し，月 1回から 2屈のベー

スを維持しながら，現在もこれまで以上に充実した

内容の勉強会が開催されている。

2011年6月には，本と人をつなげる参加型しおり

ikumoriJの活動18)をされている渡辺ゆきの氏(ku-

mori) を迎えて， ikû2morじという大学図書館と

学生とのコラボ・協働を考える勉強会を開鑑した。

ikû2moriJでは幹事グループのひとりである八木

津ちひろ氏

毘の学生と

スターセッション

わるのではなく，収集した事例の発信を重視して積

極的に展開していったという点は勉強会でも初めて

の試みであった。また事例収集のための調査や

Webサイト，ポスターの製作に携わった参加者か

らは自身のスキルアップにもつながったという声も

あがっているア

2011年11月には勉強会のプレゼンス向 i二とコーポ

レート・アイデンテイテイ 20)を狙ってku凶librarians

の口ゴを作成した。ロゴは渡辺氏によるデザインで，
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て勉強会の楽しく活発な様子を表現している。キャ

ラクタ一一人一人の色や形を変えることで， ku-

librariansが色々な人で構成されていることを表し

ている。またそれぞれのキャラクターには“ku"

の“k"と“u"が入っており，キャラクターのしっ

ぽと文字の“librarians"の“b"には，輪が広がっ

ていくことをイメージした模様がついている。

-li齢F
国 ku-librarians口ゴ

ku岨librariansはロゴのカメレオンのよう

や参加者が入れかわりながら12年間続いてきた。な

ぜ、続いているかという向いに答えるのは難しいが，

多くの図書系職員が業務に関する理解を深めたり，

いうことは間違いないだろう。勉強会のあり方は今

後変化していくかもしれないが 業務を遂行してい

くなかで疑問に感じたことや課題解決に向けたアイ

デアな し会い，共宥できる場を提供し

ていきたい。また，

の交流だけでなく，勉強会を通じて大学図書館のメ

インユーザである研究者や学生を含めた他のコミュ

ニティと交流を深めることも重要である。外部コ

ミュニテイへの窓口となり，参加者それぞれの「輸

が広がるJような勉強会を開催していきたい。

6固さいごに

本稿では，

な学びという観点からその軌跡、をふりかえった。先

に述べたように楼数の意味で「ゆるやかさjをもっ

たku-librariansであるが，そのゆるやかさが継続

の要因のひとつであるように思う。ゆるやかさ故に

そこから得られる「学びJも自;主的で，広がりを

もったものになる。単なる知識やスキルの習得では

なく，グループの中で意見を述べること，議論する

こと，プレゼンテーションすること，

企閲すること，調整すること，

ること，

ること，

カメレオンをモチーフにしたキャラクターが集まっ メンター・メンテイの関係を築くことなどが，キャ
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リアアップにつなカぎっていくのではないだろうか。

単体ではその使命を果たすことができないという

と同様，関書館員も単体では充分にそ

の力を発樺できない。コミュニケーションを重視し，

つながりを大切にする ku-librariansだからこそ，

今後も継続するものと期待したい。
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